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今
姦
六
月
架
上
陛
下
大
阪
に
行
幸
し
給
ひ
、
駐
騨
四

H
、
親
し
く
民
情
を
察
し
、
學
事
を
省

み
給
ひ
、
又
侍
従
を
派
し
て
、
汎
く
各
種
の
教
化
事
業
競
に
祉
會
廊
設
の
｛
貰
況
を
間
は
し
め
給

ふ
、
叡
慮
深
淵
、
皇
恩
廣
大
、
蒼
生
咸
其
の
仁
慈
の
厚
き
に
利
憫
感
泣
せ
ざ
る
は
な
し
。
我
が

懐
徳
堂
も
亦
焉
に
典
る
、
即
ち
是
月
四

H
、
伯
爵
廿
露
寺
侍
従
、
勅
命
を
奉
じ
て
、
堂
の
事
業

を
祝
察
せ
ら
る
、

顧
ふ
に
我
が
堂
は
、
其
の
創
立
遠
く
享
保
九
年
に
在
り
、
播
人
中
井
狡
能
．
大
阪
の
森
人
富
永
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芳
春
、
吉
田
盈
枝
等
五
詞
志
ご
骨
謀
り
、
三
宅
石
ザ
奄
を
聘
し
て
學
主
ゞ
こ
な
ウ
、
講
舎
を
尼
崎
街

に
建
て
、
経
を
講
ぜ
し
に
瓶
ま
る
、
爾
後
碩
傭
相
織
ぎ
、
教
統
絲
延
、
文
放
を
維
持
す
る
も
の

宜
に
百
四
十
餘
年
、
明
治
二
年
に
至
り
て
廣
す
、
其
の
後
四
十
餘
歳
、
大
正
二
年
大
阪
在
住
の

紳
栢
相
謀
り
、
斯
の
堂
を
重
建
し
、
絃
誦
の
聟
復
起
る
、
其
の
宗
旨
ご
す
る
所
は
、
穏
性
の
涵

養
ご
學
術
の
研
究
ゞ
こ
に
在
り
、
純
乎
た
る
儒
風
、
以
て
我
が
國
髄
の
精
華
を
輔
け
、
民
上
の
向

上
を
圃
る
、
學
徒
時
に
出
入
あ
り
ご
雖
も
、
毎
に
五
十
人
を
下
ら
す
、
而
し
て
中
に
聴
講
十
餘

年
勤
學
怠
ら
ざ
る
も
の
十
人
の
多
き
に
及
ぷ
、
洵
に
盛
な
り
ご
謂
ふ
べ
し
、
憶
ふ
背
面
懐
徳
堂

大
阪
の
文
教
を
司
る
や
、
是
に
よ
り
て
大
阪
人
の
品
性
を
陶
冶
せ
し
こ
こ
幾
何
ぞ
、
教
化
の
効



見
難
し
こ
雖
も
、
此
の
地
今
日
の
盛
を
致
す
所
以
の
も
の
、
誰
か
斯
の
堂
に
負
ふ
所
紗
し
ご
言

は
む
、
明
治
元
年
山
階
宮
晃
親
王
台
臨
の
榮
を
賜
ひ
し
も
の
、
敷
其
の
反
映
に
あ
ら
ざ
る
な
さ

を
得
ん
や
、
而
し
て
今
の
懐
徳
堂
成
る
や
、
其
の
事
業
恭
く
も
天
聰
に
逹
し
、
大
正
三
年
御

沙
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書
誼
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を
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二
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五
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